
別紙１       平成２９年度学校運営計画書 

 

学校名  紀之川中学校    校長名  加藤 正彦    作成日 平成２９年 ４月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本

年

度

の

重

点

目

標 

地域の人材を活用する。 

 

地域の人々や保護者が、いつ

でも学校を訪れることができ

るような開かれた学校づくり。 

 

情報を積極的に発信する。 

 

 

道徳の時間の充実を図る。 

 

学校行事等を通じて、豊かな

体験活動を推進する。 

 

教師と生徒、生徒同士の人間

関係作りに努める。 

学力の課題を明らかにし、指

導方法の工夫改善に努める。 

 

基礎・基本の定着を推進す

る。 

 

特別支援教育を充実させる。 

 

キャリア教育を推進し、将来

の生き方を考え、進路選択がで

きるようにする。 

 

 

 

 

目

標

達

成

に

向

け

た 

具

体

的

方

策 

学校行事や総合的な学習の

時間において、地域の人材を積

極的に活用する。 

 

学校行事や授業参観、学校開

放月間等に保護者や地域の

人々の参加を促す。 

 

地域の協議会や行事等への

参加を積極的に行い、地域の学

校に対する意見等をきく。 

 

ホームページを随時更新や

学年通信、学級通信等を通じて

情報発信に努める。 

 

 

道徳の教科化への移行を踏ま

え、資料の活用・評価等を研究

し、さらなる充実を図る。 

 

文化祭や体育祭等の学校行事

を通じて生徒相互の集団づくり

の中で心を育てる。 

 

教育相談や授業時、昼食時、

部活動時等様々な場を活用し

て、生徒理解に努める。 

 

あいさつ運動等を通じて教員

と生徒の交流を行う。 

学びの共同体による授業改

善を推進する。 

 

朝の読書活動を学校全体で

取り組み、学習意欲の醸成につ

なげる。 

 

家庭学習の習慣を身に着け

させるため、宿題の取組を進め

る。 

 

長期休業中に、学習支援を実

施し、基礎基本の定着を図る。

また、和歌山大学の学生による

放課後学習を実施する。 

 

すべての教員が特別支援教

育の重要性を認識し、特別支援

教育の目線に立った教育を行

う。 

 

職場体験等の活動を実施し、

進路指導を系統的に行う。 

学校教育目標 

あなたがいてよかったと言われる人になろう 

育てたい子ども像 

自ら求める生徒 

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力 

 

自ら省みる生徒 

 

自ら創る生徒 


